
 

 

３．調査結果の概要 

 
【全体】 

 ひき こ も り の該当者を 抱えている世帯は 158 世帯（ 回答全体の 1.1％） である（ 問８ ）。 ひき こ も

り の該当者のう ち、 男性が 36.7％、 女性が 62.0％と なっ ている（ 問 10）。 年齢別では 65 歳以上

が該当者全体の 53.1％を 占めており 、 特に 70 歳以上が 46.8％と なっ ている（ 問９ ） など、 ひき

こ も り の該当者は高齢者が多かっ た。 一方、 39 歳以下は 27 世帯（ 同 17.0％、 回答全体の

0.19％） と 少なかっ た。  
 

⚫  ひき こ も り の状態になっ てから の期間は５ 年未満が全体の６ 割程度を 占め、 特に３ ～５ 年が

22.2％と なっ ている（ 問 11）。 ひき こ も り の該当者の年齢を 区分し た場合、 15～64 歳は５ 年未満

の割合が全体の約６ 割、 ３ 年～５ 年未満が 23.5％と なっ ている。 65 歳以上は５ 年未満が全体の約

６ 割、 ３ 年～５ 年未満が 21.4％と なっ ている。 70 歳以上は、 ５ 年未満が全体の５ 割台半ば、 ３ 年

～５ 年未満が 21.6％と なっ ている。 75 歳以上は、 ５ 年未満が全体の約５ 割、 ３ 年～５ 年未満が

18.6％と なっ ている。  
 

⚫  ひき こ も り の該当者のう ち、 ６ 割超の人が医療機関を 受診し ている（ 問 12）。 さ ら に受診し た人

のう ち６ 割超が現在も 通院し ている（ 問 14）。 ひき こ も り の該当者の年齢を 区分し た場合、 15～

64 歳は、 48.5％が受診し 、 63.6％が現在も 通院し ている。 65 歳以上は、 71.4％が受診し 、 61.7％

が現在も 通院し ている。 70 歳以上は、 71.6％が受診し 、 56.6％が現在も 通院し ている。 75 歳以上

は、 76.3％が受診し 、 55.6％が現在も 通院し ている。  
 

⚫  ひき こ も り の該当者が本人の回答は 68 人（ 43.0％）、 ひき こ も り の該当者が同居人の回答は 90 人

（ 57.0％） である（ 問 16）。 ひき こ も り の該当者の年齢を 区分し た場合、 15～64 歳は、 ひき こ も

り の該当者が本人の割合は 32.4％、 ひき こ も り の該当者が同居人の割合は 67.6％である。 65 歳以

上は、 ひき こ も り の該当者が本人の割合は 54.8％、 ひき こ も り の該当者が同居人の割合は 45.2％

である。 70 歳以上は、 ひき こ も り の該当者が本人の割合は 52.7％、 ひき こ も り の該当者が同居人

の割合は 47.3％である。 75 歳以上は、 ひき こ も り の該当者が本人の割合は 47.5％、 ひき こ も り の

該当者が同居人の割合は 52.5％である 。  
 

  



 

 

【回答者本人がひきこもりの該当者】 

 ひき こ も り の状態になっ た年齢は、 65 歳以上が半数以上を 占め、 特に 75 歳以上が 35.3％で一番

を 占めている（ 問 17）。  
 

⚫  ひき こ も り の状態になっ たき っ かけは、「 その他」（ 29.4％） を 除く と 、 退職し たこ と が最も 多

く 、 新型コ ロナウイ ルス蔓延の影響が続いている（ 問 18）。 ひき こ も り の該当者の年齢を 区分し

た場合、 15～64 歳は、 退職し たこ と による影響が最も 多い。 65 歳以上・ 70 歳以上・ 75 歳以上

は、 いずれにおいても 新型コ ロナウイ ルス蔓延の影響が最も 多い。  
 

⚫  現状について誰かに話や相談をし た人は 38.2％であり 、 過半数が話や相談を し ていない(問 19）。  
話や相談をし た人の内、 42.3％が「 気持ちが楽になっ た」 と 回答し ている（ 問 22）。 一方、 話や相

談を し ていない理由と し て、「 相談する必要性を感じ ら れなかっ た」 と 回答し た割合が突出し て多

く （ 問 23）、 今後の相談意向についても 、 ６ 割台半ばが望んでいない（ 問 24）。 ひき こ も り の該当

者の年齢を区分し た場合、 15～64 歳は、 54.5％が相談し ておら ず、「 相談でき る相手がいなかっ

たため」 の割合が最も 多い。 今後の相談意向は、 ６ 割台半ばが相談し たいと 考えている傾向にあ

る 。 65 歳以上は、 63.0％が相談し ておら ず、「 相談する必要性を 感じ ら れなかっ た」 と 回答し た割

合が最も 多い。 今後の相談意向は「 全く 相談し よう と 思わない」 が 60.9％と なっ ている。 70 歳以

上は、 56.4％が相談し ておら ず、「 相談する必要性を 感じ ら れなかっ た」 と 回答し た割合が最も 多

い。 今後の相談意向は「 全く 相談し よう と 思わない」 が 59.0％と なっ ている。 75 歳以上は、 話や

相談をし た人と し ていない人が同じ 割合であっ た。 また、 話や相談を し ていない理由と し て、「 相

談する必要性を 感じ ら れなかっ た」 と 回答し た割合が最も 多い。 今後の相談意向は「 全く 相談し

よ う と 思わない」 が 60.7％と なっ ている。  
相談し た結果は、 回答者の年齢によら ず「 気持ちが楽になっ た」 が最も 多い。  
 

⚫  ひき こ も り の該当者が本人の場合は、 約４ 割が不安を 感じ たこ と はないと 考えている。  
その一方、 生活費等の金銭的な不安や、 こ のままの状態で良いのかと いっ た不安も 抱えている

（ 問 32）。 回答者の年齢を 区分し た場合、 15～64 歳は、「 生活費等の金銭が底を 尽く かも し れな

い不安」 が最も 多い。 65 歳以上・ 70 歳以上・ 75 歳以上は、 いずれにおいても 「 不安を 感じ たこ

と がない」 が最も 多い。  
 

  



 

 

【同居人がひきこもりの該当者】 

 ひき こ も り の該当者が配偶者である割合は 35.6％と 最も 多く 、 配偶者・ 母・ 子で全体の約８ 割を

占めている（ 問 38）。 ひき こ も り の該当者の年齢を 区分し た場合、 15～64 歳は、 配偶者(41.3％)
と 子（ 32.6％） が突出し ている。 65 歳以上・ 70 歳以上・ 75 歳以上は、 いずれにおいても 母・ 配

偶者の順で多い。  
 

⚫  ひき こ も り の状態になっ た年齢は、「 75 歳以上」 が 24.4％と 突出し ているが、 30 代までが４ 割台

半ばを占めており 、 比較的若い頃から ひき こ も り の状態になっ ている人が多い（ 問 40）。  
 

⚫  ひき こ も り の状態になっ たき っ かけは、「 その他」 を 除く と 、 学校や職場の人間関係がう まく いか

なかっ たこ と 、 不登校、 学生時代のいじ めなど、 人間関係が契機と なっ ている場合が比較的多い

（ 問 41）。 ひき こ も り の該当者の年齢を区分し た場合、 15～64 歳は「 学校や職場の人間関係がう

まく いかなかっ たこ と 」 が多い。 65 歳以上・ 70 歳以上・ 75 歳以上は、 いずれにおいても 「 新型

コ ロナウイ ルスの蔓延で、 外出し なく なっ たこ と 」 が最も 多い。  
 

⚫  同居人の現状について誰かに話や相談をし た人は 53.3％であり （ 問 42）、 そのき っ かけは同居人

の現状や将来を 案じ てのこ と である（ 問 43）。 相談し た結果、「 気持ちが楽になっ た」「 同居人の

状態を変えたい気持ちが強く なっ た」 と 、 相談し たこ と で一定の前向き な心境変化が読み取れる

（ 問 45）。 一方、 相談し ていない理由は、「 相談する必要性を 感じ ら れなかっ たため」、「 相談し て

助言をも ら っ ても 、 同居人が変わら ないと 思っ た」 が多い（ 問 46）。 ひき こ も り の該当者の年齢

を 区分し た場合、 15～64 歳は、 話や相談を し た人が 47.8％であり 、 そのき っ かけは「 同居人の今

の状態を 変えたいと 思っ たため」 が 86.4％、「 同居人の今後の将来に不安を 感じ たため」 72.7％と

突出し て多い。 65 歳以上と 70 歳以上は、 話や相談を し た人がそれぞれ 55.3％、 57.1％であり 、

そのき っ かけは「 同居人の今の状態を 変えたいと 思っ たため」「 同居人の今後の将来に不安を 感じ

たため」 が多い。  
75 歳以上は、 話や相談をし た人が 61.3％であり 、 そのき っ かけは「 同居人の今の状態を 変えたい

と 思っ たため」 が 57.9％、「 同居人の今後の将来に不安を感じ たため」 が 42.1％と 多い。  
 

⚫  同居人の将来に対し ては、「 こ のままの状態で良いのかと いう 不安」 が最も 多い（ 問 48）。 そし

て、 60.0％が同居人の状態を 変えたいと 思っ ている（ 問 51）。 15～64 歳、 65 歳以上、 70 歳以

上、 75 歳以上の全ての年齢層で「 こ のままの状態で良いのかと いう 不安」 が最も 多く 、 15～64
歳の年齢層では、 69.6％が「 同居人の状態を変えたいと 思う 」 と 回答し ている 。 一方、 65 歳以

上、 70 歳以上、 75 歳以上ではそれぞれ 50.0％、 51.4％、 48.4％が「 同居人の状態を 変えたいと は

思わない」 と 回答をし ており 、 高齢者層では、 ひき こ も り の該当者を 変えるこ と に前向き ではな

い傾向がある。  
  



 

 

 
４．類似設問の比較（上位４回答） 

本調査では、 ひき こ も り の該当者が回答者本人の場合と 、 同居人の場合で類似し た設問を 設定し

ており 、 それぞれの立場による状況や心境などに関する回答結果を 比較するため、「 その他」「 無回

答」 を除く 上位４ 回答を 整理し た。  
 
（１）ひきこもりの状態になった年齢、きっかけについて 

設問の概要 回答者本人 同居人 

現在の就学・就労状況  
本人…問６（問 16 で１を回

答した人のみ） 

（回答数…68 人） 

同居人…問 39 

（回答数…90 人） 

１ 位 

無職（ 現在学校や企業に在籍
せず、 アルバイ ト を含む就労
も し ていない）  

( 回答件数： 67 件・ 98. 5％)  

１ 位 

無職（ 現在学校や企業に在籍
せず、 アルバイ ト を含む就労
も し ていない）  

( 回答件数： 81 件・ 90. 0％)  

２ 位以下の回答なし  

２ 位 
学生（ 予備校生含む）  

( 回答件数： 8 件・ 8. 9％)  

３ 位以下の回答なし  

ひきこもりの状態になった

年齢  
本人…問 17 

（回答数…68 人） 

同居人…問 40 

（回答数…90 人） 

１ 位 
75 歳以上 

( 回答件数： 24 件・ 35. 3％)  
１ 位 

75 歳以上 

( 回答件数： 22 件・ 24. 4％）  

２ 位 

50 歳～54 歳 

( 回答件数： 7 件・ 10. 3％)  

２ 位 

 

15 歳未満 

( 回答件数： 8 件・ 8. 9％）  

55 歳～59 歳 

( 回答件数： 7 件・ 10. 3％)  
20 歳～24 歳 

( 回答件数： 8 件・ 8. 9％）  
65 歳～69 歳 

( 回答件数： 7 件・ 10. 3％)  

25 歳～29 歳 

( 回答件数： 8 件・ 8. 9％）  
70 歳～74 歳 

( 回答件数： 7 件・ 10. 3％)  

ひきこもりの状態になった

きっかけ  
本人…問 18 

（回答数…68 人） 

同居人…問 41 

（回答数…90 人） 

１ 位 
退職し たこ と  

( 回答件数： 14 件・ 20. 6％）  
１ 位 

学校や職場の人間関係が 
う まく いかなかっ たこ と  

( 回答件数： 14 件・ 15. 6％）  

２ 位 

新型コ ロ ナ ウイ ルス の蔓延
で、 外出し なく なっ たこ と  

( 回答件数： 12 件・ 17. 6％）  
２ 位 

新型コ ロ ナ ウイ ルス の蔓延
で、 外出し なく なっ たこ と  

( 回答件数： 13 件・ 14. 4％）  

３ 位 

病気 

( 回答件数： 8 件・ 11. 8％)  
３ 位 

退職し たこ と  

( 回答件数： 12 件・ 13. 3％）  

なんと なく  

( 回答件数： 8 件・ 11. 8％)  
４ 位 

小学校時代、 または 

中学校時代の不登校 

( 回答件数： 10 件・ 11. 1％）  

ひき こ も り の該当者と し ては高齢者が一定数含まれており 、 特に回答者本人に多い。 ひき こ も り の

該当者が同居人の場合では 30 歳未満が多く 、 年齢層の幅がある。 ひき こ も り の状態になっ たき っ かけ

と し ても 、 ひき こ も り の該当者が回答者本人の場合は退職や病気など、 加齢と 関わり があるも のが挙

げら れている一方、 ひき こ も り の該当者が同居人の場合では学校や職場の人間関係・ 不登校やいじ め

が挙げら れているため、 教育機関や職場等、 多様な主体と の連携が重要であるこ と がわかる。  



 

 

（２）ひきこもりの状態に関する相談状況について 

設問の概要 回答者本人 同居人 

ひきこもりの状態について、

誰かに話や相談をしたか 

※本設問の選択肢は２つのみ  
本人…問 19 

（回答数…68 人） 

同居人…問 42 

（回答数…90 人） 

１ 位 
話や相談をし ていない 

( 回答件数： 41 件・ 60. 3％)  
１ 位 

話や相談をし た 

( 回答件数： 48 件・ 53. 3％)  

２ 位 
話や相談をし た 

( 回答件数： 26 件・ 38. 2％)  
２ 位 

話や相談をし ていない 

( 回答件数： 39 件・ 43. 3％)  

ひきこもりの状態について、

話や相談をしたきっかけ  
本人…問 20 

（回答数…26 人） 

同居人…問 43 

（回答数…48 人） 

１ 位 

家族や友人等から 提案や 

案内を受けたため 

( 回答件数： 6 件・ 23. 1％)  

１ 位 

同居人の今の状態を 
変えたいと 思っ たため 

( 回答件数： 35 件・ 72. 9％)  

２ 位 

今の状態を変えたいと  
思っ たため 

( 回答件数： 5 件・ 19. 2％)  
２ 位 

同居人の今後の将来に不安
を感じ たため 

( 回答件数： 29 件・ 60. 4％)  

３ 位 

信頼度が高く 、 話や相談が 

できる人ができ たため 

( 回答件数： 4 件・ 15. 4％)  

３ 位 

家族や友人等から 提案や 

案内を受けたため 

( 回答件数： 4 件・ 8. 3％)  

４ 位 
なんと なく  

( 回答件数： 2 件・ 7. 7％)  
４ 位 

同居人と 同じ 境遇にある 人

が、 同居人の状態を変えた 

事例を目にし たため 

( 回答件数： 1 件・ 2. 1％)  

なんと なく  

( 回答件数： 1 件・ 2. 1％)  

ひきこもりの状態について、

どこ（または誰）に話や相談

をしたか  
本人…問 21 

（回答数…26 人） 

同居人…問 44 

（回答数…48 人） 

１ 位 
医療機関 

( 回答件数： 11 件・ 42. 3％)  
１ 位 

家族、 親族 

( 回答件数： 28 件・ 58. 3％)  

２ 位 
家族、 親族 

( 回答件数： 10 件・ 38. 5％)  
２ 位 

医療機関 

( 回答件数： 23 件・ 47. 9％)  

３ 位 

区役所 
( 福祉事務所、 みなと 保健所)  

( 回答件数： 9 件・ 34. 6％)  
３ 位 

友人・ 知人 

( 回答件数： 12 件・ 25. 0％)  

４ 位 

友人・ 知人 
（ 対面で会っ たこ と がある）  

( 回答件数： 4 件・ 15. 4％)  
４ 位 

区役所 
( 福祉事務所、 みなと 保健所)  

( 回答件数： 8 件・ 16. 7％)  

ひき こ も り の状態についての相談状況は、 ひき こ も り の該当者が回答者本人と 同居人で異なっ ている。

相談し た人の動機は、 回答者本人・ 同居人と も に今の状態を変えたいと 思っ ている傾向にあり 、 双方と

も 現状を 良し と し ていない様子がう かがえる。 主な相談先は医療機関や家族、 親族が多く 、 続いて区役

所や友人・ 知人と なっ ている 。   



 

 

（３）相談をした結果や、相談するにあたっての要望等について 
設問の概要 回答者本人 同居人 

話や相談をした結果、 
どのような心境変化が 
あったか 
 
本人…問 22 
（回答数…26 人） 
同居人…問 45 
（回答数…48 人） 

１ 位 
気持ちが楽になっ た 
( 回答件数： 11 件・ 42. 3％)  

１ 位 
あまり 変化はなかっ た 
( 回答件数： 17 件・ 35. 4％)  

２ 位 
全く 変化はなかっ た 
( 回答件数： 5 件・ 19. 2％)  

２ 位 
気持ちが楽になっ た 
( 回答件数： 13 件・ 27. 1％)  

３ 位 
相談し ても 無駄だと 感じ た 
( 回答件数： 4 件・ 15. 4％)  

３ 位 

同居人の状態を変えたい 
気持ちが強く なっ た 
( 回答件数： 10 件・ 20. 8％)  

４ 位 

あまり 変化はなかっ た 
( 回答件数： 2 件・ 7. 7％)  

他の人や相談窓口等にも 相
談し たいと 思っ た 
( 回答件数： 2 件・ 7. 7％)  

相談し ても 無駄だと 感じ た 
( 回答件数： 10 件・ 20. 8％)  

不安が増し た 
( 回答件数： 2 件・ 7. 7％)  

相談をしていない 
(またはしなかった)理由 
 
本人…問 23 
（回答数…41 人） 
同居人…問 46 
（回答数…39 人） 

１ 位 
相談する必要性を感じ  
ら れなかっ たため 
( 回答件数： 21 件・ 51. 2％)  

１ 位 
相談する 必要性を 感じ ら れ
なかっ たため 
( 回答件数： 19 件・ 48. 7％)  

２ 位 

今の状態から 変わり たく  
ないと 思っ たため 
( 回答件数： 5 件・ 12. 2％)  

２ 位 

相談し て助言をも ら っ ても 、
同居人が変わら な いと 思っ
たため 
( 回答件数： 12 件・ 30. 8％)  

相談でき る相手が 
いなかっ たため 
( 回答件数： 5 件・ 12. 2％)  

３ 位 
相談相手や相談先がわから
なかっ たため 
( 回答件数： 8 件・ 20. 5％)  

４ 位 
今の自分を変えら れないと  
思う ため 
( 回答件数： 4 件・ 9. 8％)  

４ 位 
相談で き る 相手がいな かっ
たため 
( 回答件数： 7 件・ 17. 9％)  

相談相手や相談機関への 
要望 
 
本人…問 25 
（回答数…18 人） 
同居人…問 52 
（回答数…54 人） 

１ 位 
無料で相談でき る 
( 回答件数： 12 件・ 66. 7％)  

１ 位 
医学的な助言をく れる 
( 回答件数： 25 件・ 46. 3％)  

２ 位 
親身に聴いてく れる 
( 回答件数： 7 件・ 38. 9％)  

２ 位 
無料で相談でき る 
( 回答件数： 24 件・ 44. 4％)  

３ 位 
医学的な助言をく れる 
( 回答件数： 6 件・ 33. 3％)  

３ 位 

親身に聴いてく れる 
( 回答件数： 19 件・ 35. 2％)  

４ 位 

精神科医がいる 
( 回答件数： 4 件・ 22. 2％)  

自分の名前を知ら れずに 
相談でき る 
( 回答件数： 4 件・ 22. 2％)  

精神科医がいる 
( 回答件数： 19 件・ 35. 2％)  

公的機関である 
( 回答件数： 4 件・ 22. 2％)  

自宅から 近い 
( 回答件数： 4 件・ 22. 2％)  

相談相手や相談機関への 
希望する相談方法 
 

本人…問 26 
（回答数…18 人） 
同居人…問 53 
（回答数…54 人） 

１ 位 
直接対面し ての相談 
( 回答件数： 14 件・ 77. 8％)  

１ 位 
直接対面し ての相談 
( 回答件数： 31 件・ 57. 4％)  

２ 位 
電話での相談 
( 回答件数： 4 件・ 22. 2％)  

２ 位 
電話での相談 
( 回答件数： 15 件・ 27. 8％)  

３ 位 

メ ールでの相談 
( 回答件数： 3 件・ 16. 7％)  

３ 位 

メ ールでの相談 
( 回答件数： 10 件・ 18. 5％)  

Mi cr osof t  Teams や Zoom等の
オ ン ラ イ ン ツ ールを 利用し
た相談 
( 回答件数： 3 件・ 16. 7％)  

あてはまるも のはない 
( 回答件数： 10 件・ 18. 5％)  

相談し ない理由と し て、 ひき こ も り の該当者が回答者本人・ 同居人と も に「 相談する必要性を感じ ら

れなかっ たため」 が最も 多い。 相談先に対し ては、回答者本人・ 同居人と も に「 無料で相談でき る」、「 親

身に聴いてく れる」、「 医学的な助言を く れる」、「 精神科医がいる」 と いっ た要望を 持っ ており 、 相談方

法は直接対面し ての相談や電話での相談希望が多い。   



 

 

（４）現在の状況や将来への不安について 
設問の概要 回答者本人 同居人 

本人（または同居人）の 

外出頻度  
本人…問 27 

（回答数…68 人） 

同居人…問 47 

（回答数…90 人） 

１ 位 

普段は自宅にいるが、 近所の
コ ン ビ ニ やス ーパー等には
出かける 
( 回答件数： 44 件・ 64. 7％)  

１ 位 

普段は自宅にいるが、 近所の
コ ン ビ ニ やス ーパー等に は
出かける 
( 回答件数： 47 件・ 52. 2％)  

２ 位 
自室から ほと んど出ない 
( 回答件数： 10 件・ 14. 7％)  

２ 位 

同居人以外の人が自宅に 居
て も 居な く て も 自室から は
出るが、 自宅から は出ない 
( 回答件数： 17 件・ 18. 9％)  

３ 位 

普段は自宅にいるが、 自分の

趣味に関する用事の時に週 

1 回程度外出する 

( 回答件数： 8 件・ 11. 8％)  

３ 位 
自室から ほと んど出ない 

( 回答件数： 12 件・ 13. 3％)  

４ 位 

同居人以外の人が自宅に 
居ても 居なく ても 自室から  
は出るが、 自宅から は出ない 
( 回答件数： 5 件・ 7. 4％)  

４ 位 

普段は自宅にいるが、 自分の
趣味に関する用事の時に週 
1 回程度外出する 
( 回答件数： 11 件・ 12. 2％)  

不安を感じる時があるか  
本人…問 32 

（回答数…68 人） 

同居人…問 48 

（回答数…90 人） 

１ 位 
不安を感じ たこ と はない 

( 回答件数： 27 件・ 39. 7％)  
１ 位 

同居人がこ のままの状態で 
良いのかと いう 不安 

( 回答件数： 48 件・ 53. 3％)  

２ 位 

生活費等の金銭が底を 尽く

かも し れない不安 

( 回答件数： 21 件・ 30. 9％)  

２ 位 
不安を感じ たこ と はない 

( 回答件数： 25 件・ 27. 8％)  

３ 位 

こ のままの状態で良いのか 
と いう 不安 

( 回答件数： 15 件・ 22. 1％)  
３ 位 

同居人の状態を変えるため 
の支援を、 同居人が受け入れ 
ないかも し れない不安 
( 回答件数： 22 件・ 24. 4％)  

４ 位 

人と の付き 合いがう ま く い
かな いので はな いかと いう
不安 
( 回答件数： 8 件・ 11. 8％)  

４ 位 

同居人の生活費等の金銭が 
底を尽く かも し れない不安 

( 回答件数： 18 件・ 20. 0％)  

現在の状況と し て、 ひき こ も り の該当者が回答者本人・ 同居人と も に「 普段は自宅にいるが、 近所の

コ ンビニやスーパー等には出かける」 が最も 多い。 また、 回答者本人は将来に対する不安を 感じ ていな

いも のの、 同居人はこ のままの状態で良いのかと いう 不安を抱えていると いう 結果から 、 回答者本人と

同居人の間で現状に対する認識に大き な乖離があるこ と が読み取れる。  

  



 

 

（５）自宅でよくしていること、交流状況について 
設問の概要 回答者本人 同居人 

本人（または同居人）が 

自宅でよくしていること  
本人…問 33 

（回答数…68 人） 

同居人…問 49 

（回答数…90 人） 

１ 位 
テレビを見る 

( 回答件数： 49 件・ 72. 1％)  
１ 位 

テレビを見る 

( 回答件数： 59 件・ 65. 6％)  

２ 位 

携帯電話・ スマート フ ォ ンを 
使う  

( 回答件数： 30 件・ 44. 1％)  
２ 位 

携帯電話・ スマート フ ォ ンを 
使う  

( 回答件数： 44 件・ 48. 9％)  

 

３ 位 

パソ コ ンを使う  

( 回答件数： 22 件・ 32. 4％)  
３ 位 

家事をする 

( 回答件数： 25 件・ 27. 8％)  

本を読む( 雑誌や漫画を含む)  

( 回答件数： 22 件・ 32. 4％)  
４ 位 

ゲームをする 

( 回答件数： 24 件・ 26. 7％)  

交流状況  
本人…問 35 

（回答数…68 人） 

同居人…問 50 

（回答数…90 人） 

 

１ 位 

近隣住民と 挨拶を交わす 

( 回答件数： 23 件・ 33. 8％)  
１ 位 

家族と 会話はするが、  
家族以外の人と 交流がない 

( 回答件数： 35 件・ 38. 9％)  

家族と 会話はするが、 家族以
外の人と 交流がない 

( 回答件数： 23 件・ 33. 8％)  

２ 位 

近隣住民と 挨拶を交わす 

( 回答件数： 12 件・ 13. 3％)  

通院で医師等と 会話をする 

( 回答件数： 23 件・ 33. 8％)  

家族以外の人と 会う こ と は
な い が、 イ ン タ ーネッ ト や
SNS 等を通じ て人と 交流し て
いる 
( 回答件数： 12 件・ 13. 3％)  

４ 位 

趣味や遊びのために人と  
会う こ と はある 

( 回答件数： 11 件・ 16. 2％)  

４ 位 

家族と も ほと んど会話が 
ない 

( 回答件数： 8 件・ 8. 9％)  
家族と も ほと んど会話が 
ない 
( 回答件数： 11 件・ 16. 2％)  

ひき こ も り の該当者が回答者本人・ 同居人と も に、 自宅ではテレ ビを 見たり 、 携帯電話・ スマート フ

ォ ン を 使っ たり し ている 回答が多い。 他者と の交流と し て、 回答者本人は「 近隣住民と 挨拶を 交わす」

が最も 多い。 同居人は「 家族と 会話はするが家族以外の人と 交流がない」 に次いで「 近隣住民と 挨拶を

交わす」 が多いこ と から 、 地域と の交流促進が重要と いえる。  
  


